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１                              問題のページへ 

(1) 024: 22 =+-+ yyxC より, 2)2( 22 =-+ yx  

これより, 円 Cの中心は C )2,0( , 半径は 2=r となる。 

さて, )0,2(A - , )0,0(O を通る円の中心は, 線分 AO の垂直二等分線上に

あるので, その座標を ( )t,
2
2B - とおくことができる。 

すると, 半径は, =BO ( ) 222

2
1

2
2 tt +=+-  

また, 中心間距離は, =BC ( ) 222
)2(

2
1)2(

2
2 -+=-+- tt  

条件より, 半径の和または差が中心間距離に等しいので,  
22 )2(

2
12

2
1 -+=±+ tt , ( ) 2

2
2 )2(

2
12

2
1 -+=±+ tt  

1221 2 +-=+± tt , 22 )12(21 +-=+ tt , 022 =- tt  

よって, 2,0=t となり, 中心の座標は ( )0,
2
2- , ( )2,

2
2- である。 

(2) C に外接する円を 1C , C を内接する円を 2C とし, C

と 1C , 2C の接点をそれぞれ 1T , 2T とおく。 

この 2 つの接点以外は, C 上の点 P は円 1C の外部, 

円 2C の内部にあり,  

OATAPOOAT 12 ÐÐÐ ≦≦  

OATcosAPOcosOATcos 21 ÐÐÐ ≦≦  

さて, AOは 1C の直径なので °=Ð 90OAT1 となり,  

0OATcos 1 =Ð  

2C の中心を 2B とおくと, OAB
2
1OAT 22 Ð=Ð より,  

3
22
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2
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22
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==Ð  

よって, APOcosÐ の最小値は 0, 最大値は
3

22 である。 

 

［解 説］ 

(1)の巧みな誘導により, (2)は図形的に解くことができます。この設問を, 誘導を無

視して押し通そうとすると, 計算の海に溺れてしまいます。なお, (1)の設定の異なる

類題が, 文系で出ています。 
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２                              問題のページへ 

(1) (i) 121 =naaa ≦≦≦ L となるのは, 121 ==== naaa L の場合だけより,  

1)1( =nA  

また, 221 =naaa ≦≦≦ L となるのは, 11 =a のとき 1C11 -=- nn 通り, 21 =a

のとき 1通りより,  

nnAn =+-= 1)1()2(  

(ii) 321 =naaa ≦≦≦ L のとき, 1-na は, 11 =-na , 21 =-na , 31 =-na のいずれ

かであり, その場合の数はそれぞれ )1(1-nA , )2(1-nA , )3(1-nA より,  

)3()2()1()3( 111 --- ++= nnnn AAAA  

(i)より, )3()1(1)3( 1-+-+= nn AnA nAn += - )3(1  

よって, n≧2のとき, å
=

+=
n

k
n kAA
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2
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2
1 += nn  

また , 421 =naaa ≦≦≦ L のとき , 1-na は , 11 =-na , 21 =-na , 31 =-na , 

41 =-na のいずれかであり, その場合の数はそれぞれ )1(1-nA , )2(1-nA , )3(1-nA , 

)4(1-nA より,  

)4()3()2()1()4( 1111 ---- +++= nnnnn AAAAA  

すると, )4()1(
2
1)1(1)4( 1-+-+-+= nn AnnnA )(

2
1)4( 2

1 nnAn ++= -  

よって, n≧2のとき,  
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(2) 1から 4までの整数を重複して n個並べる n4 通りの場合が同様に確からしい。 

さて, nn aa ＞1- より, 4,3,21 =-na である。 

(i)  21 =-na のとき 

121 -naaa ≦≦≦ L を満たす数列が )2(1-nA 通り, また 1=na より, この場合は, 

11)2(1 -=´- nAn 通りある。 

(ii) 31 =-na のとき 

121 -naaa ≦≦≦ L を満たす数列が )3(1-nA 通り, また 2,1=na より, この場合

は, nnnnAn )1(2)1(
2
12)3(1 -=´-=´- 通りある。 

(iii) 41 =-na のとき 

121 -naaa ≦≦≦ L を満たす数列が )4(1-nA 通り, また 3,2,1=na より, この

場合は, )1()1(
2
13)1()1(

6
13)4(1 +-=´+-=´- nnnnnnAn 通りある。 

(i)(ii)(iii)より, 条件を満たす数列の数は,  
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)2)(1)(1(
2
1)1()1(

2
1)1()1( ++-=+-+-+- nnnnnnnnn  

以上より, 121 -naaa ≦≦≦ L かつ nn aa ＞1- となる確率は,  

n

nnn
42

)2)(1)(1(
×

++-  

 

［解 説］ 

漸化式を立てるという誘導がついていますが, 場合の数の有名問題です。なお, 3

枚のカードの場合が, 文系で出題されています。 
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３                              問題のページへ 

(1) nD の面積 nS は,  
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(2) nD を x軸のまわりに回転してできる立体の体積 nV は, 
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［解 説］ 

慎重さが要求される積分の計算問題です。とりたてて工夫もせずに, 計算を進めま

した。 
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４                              問題のページへ 

(1) 右の建物の体積 V, 底面を除く表面積 Sは,  

)3(
3
1

3
1 222 cbacabaV +=+= ppp  

acaabS pp 2
2
12 22 ×++= ( )222 caba ++= p  

(2) (i) xab = , yac = より,  

)3(
3
1)3(

3
1 32 yxayaxaaV +=+= pp ………① 

( ) ( )22222 122 yxaayaxaaS ++=++= pp  

①より, 
33
y

a
Vx -=
p

……②となるので,  
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a
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p
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2 yya
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ここで, y＞0において, 2132)( yyy ++-=f とおくと,  

2

2

2 1

312

12

232)(
y

yy

y

yy
+

++-
=

+

×+-=¢f  

0)( =¢ yf とすると, yy 312 2 =+  

5
42 =y , 

5
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右表より, 
5
2=y のとき )( yf は最小となり, Sの最小値 Tは,  
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(ii) 
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右表より, 
p5

33 Va = のとき Tは最小となる。 

このとき, 
5
2=y なので, ②より, 
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以上より, Tが最小になるとき,  
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［解 説］ 

②から, 
3

30
a
Vy

p
＜＜ となりますが, 

3
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＜ は満たされているという条件のもと

で解いています。
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５                              問題のページへ 

楕円 1:
2

2

2

2
1 =+

ba
yxC と双曲線 1:

2

2

2

2
2 =-

b
y

a
xC の焦点が一致することより,  

2222 ba +=- ba  )( 22 ba ＞ ………① 

さて, 1C と 2C の交点の座標を ),( qp とおくと,  
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b
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a
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ここで, 交点 ),( qp における 1C と 2C の接線をそれぞれ 21, ll とおくと,  
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これより, 21, ll の法線ベクトル 21 , nn は, ( )
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①より, 021 =×nn となるので, 2接線 21, ll は直交する。 

 

［解 説］ 

文字が多くて計算は簡単ではありませんが, 楕円と双曲線についての有名問題です。 

 


